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研 究 内 容 ⃝微生物ノンコーディングRNAに関する研究
　細胞内で発現する小分子 RNAは、唯の分解産物であり特別な機能はないと考えられてきたが、そ
の機能が徐々に明らかになりつつある。この小分子RNAは、塩基配列特異的に標的核酸に結合して、
多種多様なメカニズムにより遺伝子の発現制御を行う。細菌の病原性の発現と小分子 RNAによる制
御に着目し機序の解明による新規感染症治療法の開発を目指している。（論文5）

⃝健康に寄与する常在微生物の調査・分析
　我々の体には多くの種類の微生物が住み着いており、その重さは1kgにもなる。これらの常在微生
物は、宿主の健康状態や生活環境と複雑に相互作用し、腸内や口腔内など様々な部位で特異的な細
菌叢を形成している。健康に寄与する細菌種の変化が及ぼす病原性細菌への影響を明らかにするこ
とで、疾患の発症のメカニズムを明らかにしていきたい。（論文1,3）

⃝タンパク質・核酸複合体の立体構造解析
　生体高分子の分子機能を立体構造から明らかにする学問を構造生物学という。この生体高分子の
立体構造情報に立脚した構造生物学は、医学・生命科学の発展に必要不可欠な実験手法となっている。
X線結晶構造解析を用いて、様々な生命現象を原子レベルの分解能で明らかにしようと試みている。

（論文2,4）
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